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●コンピュータ労働者に
ふさわしい賃金で、残
業を無くし、健康で文
化的な生活を。

●働く者が幸せになる平
和なコンピュータ社会
を。
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（１）

去
る
２
月

17
日
（
土
）
に
第

28
回
電

算
労
・
電
算
労
組
合
同
定
期
大
会
が
６
組

合
・
支
部
か
ら

16
名
（
内
、
４
名
は
Ｗ

ｅ
ｂ
参
加
）
の
参
加
の
も
と
入
谷
ホ
ー
ル

（
貸
会
議
室
）
で
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
併
用
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
畠
山
仁
嗣
議
長
か
ら
、
「
日
本

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
個
人
消
費
が
半
分
を
締
め
て

お
り
賃
金
が
ア
ッ
プ
し
な
い
が
限
り
景
気

は
良
く
な
ら
な
い
。
一
昨
年
あ
た
り
か
ら

経
団
連
な
ど
も
や
っ
と
賃
上
げ
を
言
う
よ

う
に
な
っ
た
。
我
々
一
人
一
人
の
力
は
小

さ
い
が
電
算
労
が
そ
れ
を
集
め
て
大
き
な

力
と
し
て
社
会
を
変
え
て
い
き
た
い
。
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
横
山
南
人
事
務
局
長
か
ら
２

０
２
３
年
度
活
動
報
告
お
よ
び
２
０
２
４

年
度
方
針
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
春
闘
で
は
、
電
算
労
全
体
で
は
、

加
重
平
均
、
３
．
４
４
％
、
９
，
２
８
５

円
と
い
う
結
果
で
し
た
。

全
国
全
産
業
平
均
の
主
要
企
業
の
賃
上
げ

は
３.

６
０
％
、
１
１
，
２
４
５
円
（
令

和
５
年
度
厚
生
労
働
省
調
査
）
で
、
電
算

労
の
２
０
２
３
春
闘
で
は
率
、
額
と
も
に

全
国
全
産
業
平
均
よ
り
低
い
数
字
と
な
り
、

格
差
は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
度
春
闘
は
、
定
昇
、
物
価

上
昇
、
生
活
向
上
分
を
含
め
て

10
％

（

35
才
３
５
，
８
０
０
円
）
の
賃
上
げ

（
モ
デ
ル
基
準
給
）
要
求
を
掲
げ
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

２
０
２
４
春
闘
で
は
大
手
を
中
心
に
高

額
回
答
が
相
次
ぎ
、
連
合
の
３
次
回
答
で

は
加
重
平
均
は
１
６
，
０
３
７
円
、
５
．

２
％
と
い
う
高
額
回
答
を
得
て
、

33
年

ぶ
り
に
５
％
を
上
回
り
ま
し
た
。

日
銀
は
賃
金
の
上
昇
を
伴
う
形
で
物
価

が
安
定
的
に
２
％
上
昇
す
る
「
賃
金
と
物

価
の
好
循
環
」
が
見
通
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
判
断
し
、
２
０
１
６
年
１
月
か
ら
続

け
て
き
た
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
を
今
年
３

月
に
解
除
し
、

17
年
ぶ
り
に
利
上
げ
を

行
い
ま
し
た
。

実
態
は
物
価
上
昇
が
先
行
し
、
賃
上
げ

が
そ
れ
に
追
い
か
け
る
図
式
に
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
電
算
労
傘
下

組
合
の
各
企
業
に
対
し
て
も
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
の
大
幅
な
増
額
を
強
く
求
め
ま
す
。

賃
上
げ
の
他
、

60
歳
定
年
を

65
歳
ま

で
延
長
す
る
と
と
も
に
、

70
歳
ま
で
の

就
労
機
会
の
確
保
、
時
間
外
労
働
時
間
の

上
限
規
制
と
共
に

12
時
間
以
上
の
勤
務

間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
の
実
現
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
な
い
職
場
環
境
の
実
現
、
と
い
っ

た
要
求
な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
２
０
２
３
年
度
決
算
報
告
、

２
０
２
４
年
度
予
算
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

決
算
で
は
、
す
べ
て
の
科
目
に
お
い
て

予
算
内
に
収
ま
っ
て
お
り
、
期
内
に
Ｎ
Ｃ

Ｓ
＆
Ａ
労
組
の
脱
退
が
あ
り
、
負
担
金
収

入
が

50
万
円
以
上
減
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
予
算
内
に
収
ま
り
ま
し
た
。

予
算
で
は
負
担
金
収
入
が
減
る
関
係
で

１
１
０
万
円
ほ
ど
の
赤
字
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。
繰
越
金
が
約
４
４
０
万
円
あ
る

も
の
の
、
こ
の
３
、
４
年
の
間
に
組
織
の

立
て
直
し
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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去
る
４
月
23
日
（
火
）
、

14
時
よ

り
（
株
）
東
和
シ
ス
テ
ム
の
経
営
申

し
入
れ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
社
側
は
伊
勢
宏
常
務
取
締
役
が

対
応
さ
れ
ま
し
た
。

電
算
労
「
昨
年
度
の
業
績
は
ど
う
だ
っ

た
か
。
」

会
社
「
イ
ン
ボ
イ
ス
特
需
と
作
業
の

効
率
化
で
良
い
状
態
で
推
移
で
き
た
。
」

電
算
労
「
以
前
か
ら
懸
案
と
な
っ
て

い
る
Ｆ
社
か
ら
の
請
求
は
ど
う
な
っ

た
か
。
」

会
社
側
「
具
体
的
な
請
求
な
ど
は
来

て
お
ら
ず
、
保
留
の
ま
ま
と
な
っ
て

い
る
。
」

電
算
労
「
残
業
の
状
況
は
ど
う
か
。
」

会
社
側
「

36
協
定
順
守
と
い
う
こ
と

で
サ
ー
ビ
ス
残
業
等
の
違
反
は
な
い
。

月
間
20
か
ら
25
時
間
位
だ
。
」

電
算
労
「
昨
年
、
半
休
制
度
に
つ
い

て
検
討
す
る
と
こ
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
ど
う
か
。
」

会
社
側
「
既
に
準
備
を
終
え
て
お
り
、

５
月
７
日
か
ら
実
施
予
定
だ
。
」

電
算
労
「
男
性
の
育
児
休
業
取
得
の

実
態
は
ど
う
か
。
」

会
社
側
「
人
数
と
し
て
は
４
割
り
程

度
の
取
得
率
と
な
っ
て
い
る
。
」

電
算
労
「
今
年
の
新
規
採
用
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
」

会
社
側
「

18
名
採
用
し
た
。
内
女
性

は
２
名
の
み
で
女
性
の
応
募
が
減
っ

た
こ
と
が
課
題
だ
。
」

電
算
労
「

60
歳
以
降
の
雇
用
状
況
は

ど
う
か
。
」

会
社
側
「
定
年
退
職
し
た
ほ
と
ん
ど

の
人
が
再
雇
用
と
な
っ
て
い
る
。
」

電
算
労
「
こ
れ
か
ら
の
さ
ら
な
る
高

齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

65

歳
定
年
と
し
、
再
雇
用
で

70
歳
ま
で

の
就
労
を
お
願
い
し
た
い
。
」

電
算
労
「
業
界
で
は
多
重
下
請
け
構

造
が
あ
る
が
、
そ
の
問
題
は
な
い
か
。
」

会
社
側
「
Ｆ
社
か
ら
も
２
次
請
け
は

だ
め
だ
（
※
１
）
と
い
う
達
し
が
で

て
い
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
観
点
か

ら
も
厳
し
く
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
」

（
※
１
）
（
株
）
東
和
シ
ス
テ
ム
は

Ｆ
社
の
１
次
請
け
企
業
。

去
る
４
月
26
日
（
金
）
、
10
時
よ

り
東
京
水
道
（
株
）
の
経
営
申
し
入

れ
が
あ
り
ま
し
た
。

会
社
側
は
藤
山
章
参
与
は
じ
め
、

３
名
が
対
応
さ
れ
ま
し
た
。

電
算
労
「
今
春
闘
に
お
い
て
昨
年
４

月
に
遡
っ
て
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
行
う

と
し
て
い
る
が
、
電
算
労
要
求
の

10

％
に
は
ほ
ど
遠
く
、
上
積
み
回
答
を

お
願
い
し
た
い
。
」

会
社
側
「
３
月

15
日
の
団
交
で
も
再

検
討
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
」

電
算
労
「
２
０
２
３
年
度
の
経
営
の

状
況
、
売
上
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
」

会
社
側
「
売
上
目
標
に
は
達
し
て
い

る
。
」

電
算
労
「
都
労
委
争
議
に
お
い
て
会

社
側
か
ら
組
合
の
要
求
に
沿
っ
た
和

解
案
が
出
さ
れ
て
い
る
。
就
業
規
則

に
つ
い
て
も
１
本
化
さ
れ
る
と
聞
い

て
い
る
。
会
社
側
の
考
え
方
が
変
わ
っ

た
の
か
。
」

会
社
側
「
会
社
と
し
て
は
、
将
来
に

向
け
た
人
材
の
確
保
、
育
成
が
こ
の

２
、
３
年
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

社
員
の
処
遇
を
見
直
し
、
向
上
さ
せ

て
い
か
な
い
と
課
題
は
解
消
で
き
な

い
。
そ
う
い
っ
た
会
社
と
し
て
の
施

策
を
打
ち
出
し
て
い
く
流
れ
の
中
で

今
回
の
就
業
規
則
の
対
応
と
な
っ
た
、

と
認
識
し
て
い
る
。
社
員
に
対
す
る

処
遇
の
取
り
組
み
を
こ
れ
か
ら
も
行
っ

て
い
く
と
い
う
基
調
が
あ
る
。
」

電
算
労
「
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

今
春
闘
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
物
価
上

昇
に
も
満
た
な
い
し
、
こ
の
ベ
ア
で

は
だ
め
だ
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。
」

電
算
労
「
水
道
局
（
東
京
都
）
で
は

昨
年
か
ら
定
年
延
長
が
始
ま
っ
て
い

る
（
※
２
）
が
、
東
京
水
道
（
株
）

で
は
ど
う
な
の
か
。
」

会
社
側
「
就
業
規
則
に
つ
い
て
も
１

本
化
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
退

職
金
制
度
に
つ
い
て
は
ま
だ
出
来
て

い
な
い
。
退
職
金
制
度
の
１
本
化
し

て
い
く
中
で
定
年
延
長
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。
」

申
入
れ
の
冒
頭
で
電
算
労
か
ら
の

要
求
に
つ
い
て
経
営
に
届
い
て
い
る

か
と
い
う
追
求
が
畠
山
議
長
か
ら
あ

り
ま
し
た
。
団
交
を
は
じ
め
、
電
算

労
経
営
申
し
入
れ
に
対
す
る
会
社
の

対
応
は
経
営
責
任
を
持
っ
た
も
の

（
少
な
く
と
も
そ
れ
を
委
任
さ
れ
た

も
の
）
が
行
う
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、

出
席
す
る
義
務
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
東
京
水
道
（
株
）
に
お
い
て

は
、
何
ら
経
営
に
携
わ
っ
て
い
な
い

現
場
の
役
職
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
経
営
責
任
を
持
っ
た
役
員

が
出
席
す
る
よ
う
追
求
し
て
い
き
ま

す
。

（
※
２
）
令
和
５
年
４
月
１
日
に
定

年
を

61
歳
に
引
き
上
げ
、
以
降
は
２

年
に
１
歳
ず
つ
定
年
を
段
階
的
に
引

き
上
げ
、
最
終
的
に
は

65
歳
定
年

（
令
和
13
年
４
月
１
日
に

65
歳
に
到

達
）
と
な
る
。

（
株
）
東
和
シ
ス
テ
ム

東
京
水
道
（
株
）
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労
供
労
組
協
は
労
働
者
供
給
事
業
を

営
む
労
働
組
合
が
中
心
に
な
り
、
労

働
者
派
遣
法
に
反

対
す
る
労
働
組
合

で
２
０
２
４
年
２

月
に
発
足
し
た
協

議
会
で
す
。

現
在
、
加
盟
組
合
は

17
組
合
、
加

盟
組
合
員
数
は

72
万
人
、
労
働
者
供

給
事
業
で
働
く
労
働
者
約
１
万
人
の

組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発
足
当
時
、
労
働
者
派
遣
法
が
作

ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、
職
安
法

44
条

（
労
働
者
供
給
事
業
の
禁
止
）
、

45

条
（
労
働
者
供
給
事
業
の
許
可
）
が

無
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危
機

感
か
ら
、
労
働
者
派
遣
法
制
定
に
反

対
す
る
労
働
組
合
が
集
ま
っ
て
作
ら

れ
た
協
議
会
で
す
。

結
成
直
後
の
１
９
８
４
年
４
月
に

中
央
職
業
安
定
審
議
会
に
派
遣
制
度

の
問
題
点
を
指
摘
し
、
慎
重
審
議
を

求
め
る
要
望
書
を
提
出
し
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
な
ど
労
働
者
派
遣
に
反
対
す
る

大
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

労
供
労
組
協
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
２
０
２
１
年
７
月

21
日
に
臨
時

総
会
を
開
き
労
供
労
組
協
の
活
動
に

つ
い
て
停
止
を
決
議
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

症
法
上
の
位
置
づ
け
が
、
昨
年
５
月

８
日
か
ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
と
同
じ
「
５
類
」
に
移
行
し
、

ま
た
、
活
動
再
開
を
求
め
る
声
も
多

数
あ
り
、
３
月
８
日
に
第

38
回
労
供

労
組
協
総
会
を
開
催
し
活
動
を
再
開

し
ま
し
た
。

労
供
労
組
協
で
は
労
供
事
業
に
つ

い
て
非
正
規
労
働
者
の
た
め
の
運
動

と
し
て
位
置
付
け
、
問
題
の
あ
る
労

働
者
派
遣
を
労
働
組
合
が
無
料
で
行

う
労
働
者
供
給
に
替
え
る
こ
と
で
労

供
事
業
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
方
針

に
掲
げ
て
い
ま
す
。

労
供
事
業
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

大
き
く
左
記
２
つ
の
点
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

①
非
正
規
労
働
者
の
組
織
化

②
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
労
働
に
お
け
る
労

供
の
活
用

非
正
規
労
働
者
の
組
織
化
対
象
は

国
や
地
方
自
治
体
に
お
け
る
派
遣
労

働
者
で
す
。

国
や
地
方
自
治
体
に
お
け
る
労
働

者
派
遣
を
労
働
者
供
給
に
置
き
替
え

ま
す
。

こ
れ
が
可
能
に
な
る
の
は
、
労
供

労
組
協
で
労
働
組
合
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

ユ
ニ
オ
ン
（
以
下
、

CU
）
が
中
心
と

な
り
社
会
・
労
組
労
働
保
険
適
用
問

題
を
追
求
し
た
結
果
、
２
０
１
８
年

10
月
よ
り
労
供
組
合
（

CU
）
が
供
給

組
合
員
（
Ｓ
Ｅ
、
Ｐ
Ｇ
等
）
を
雇
用

（
社
会
・
労
組
労
働
保
険
を
適
用
）

し
、
供
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
ま
す
。

労
働
者
派
遣
は
一
般
企
業
が
営
利

を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
国
や
地
方
自
治
体
に

お
け
る
労
働
者
派
遣
で
は
、
税
金
を

企
業
利
益
と
し
て
供
与
し
て
い
る
こ

と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
研
究
会
（h

t
t
p
s:
/
/
w
w
w.
k
w
p
k
.
ne
t
/

）
に
よ

る
と
国
や
地
方
自
治
体
で
働
く
非
正

規
の
公
務
員
は
約
１
２
０
万
人
以
上

い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の

派
遣
を
労
供
に
置
き
換
え
ま
す
。

（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
ニ
ュ
ー
スNo

.
2
13

よ
り
）

総
会
の
翌
月
、
４
月
４
日
（
木
）

に
第
１
回
４
役
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

活
動
方
針
の
最
重
要
課
題
で
あ
る

「
労
供
事
業
の
拡
大
」
に
つ
い
て
①

非
正
規
労
働
者
の
組
織
化
、
②
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
労
働
に
お
け
る
労
供
の
活
用

を
確
認
し
ま
し
た
。

非
正
規
労
働
者
の
組
織
化
の
具
体

化
と
し
て
は
、
国
や
地
方
自
治
体
に

お
け
る
労
働
者
派
遣
を
労
働
者
供
給

へ
の
置
き
替
え
を
追
求
す
る
こ
と
を

確
認
し
、
そ
の
た
め
に
各
方
面
（
下

記
【
協
力
先
例
】
参
照
）
の
協
力
を

得
て
、
労
供
労
組
協
が
市
中
心
に
な

り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
「
公
務

労
供
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
仮
称
）

の
結
成
を
視
野
に
今
後
運
動
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

【
協
力
先
例
】

①
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
（
連
合
、

全
労
連
、
全
労
協
）

②
国
会
議
員
（
非
正
規
雇
用
労
働
者

議
連
）

③
都
・
区
議
会
議
員
団
（
立
憲
民
主

党
東
京
都
総
支
部
連
合
会
、
日
本
共

産
党
東
京
都
議
会
議
員
団
）

④
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
研
究
会

⑤
非
正
規
会
議
（
非
正
規
労
働
者
の

権
利
実
現
全
国
会
議
）

⑥
学
者
・
弁
護
士
等
有
識
者
、
他

労
供
労
組
協
で
は
官
製
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
解
消
の
一
助
に
も
な
る
よ
う
、

労
供
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
く
、

と
し
て
い
ま
す
。

４
役
会
議
で
は
日
雇
い
に
お
け
る

自
動
車
運
転
手
の
供
給
に
関
わ
る
問

題
に
つ
い
て
も
討
議
さ
れ
、
自
動
車

運
転
手
供
給
に
お
い
て
供
給
組
合
は

①
安
全
確
保
の
観
点
～
事
前
の
適
切

な
教
育
や
訓
練
、
②
労
働
条
件
の
保

護
～
労
働
条
件
や
労
働
者
権
利
の
保

護
、
③
社
会
的
信
頼
性
の
確
保
～
運

転
者
ス
キ
ル
の
保
証
、
な
ど
の
必
要

性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
８
日
に
第
38
回
総
会
を
開
催
し
、
４
年
ぶ
り
に
活
動
再
開

労
供
労
組
協
、
労
供
拡
大
を
決
議

４
役
会
議
開
催
さ
れ
る
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賃
上
げ
要
求
は
、
例
年
同
様
１
万
円

が
最
も
多
く
、
２
番
目
が
２
万
円
で
し

た
。
３
万
円
以
上
ま
た
は
４
万
円
以
上

と
い
う
人
が
合
わ
せ
て

30
％
も
い
ま

す
。平

均
の
要
求
額
は
昨
年
よ
り
４
千
円

ほ
ど
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
の
状

況
は
半
数
以

上

の

人

が

「
苦
し
く
な
っ

た
」
と
答
え

て
お
り
昨
年

よ
り
増
加
し

て
い
ま
す
。

昨
年
来
の

物
価
高
が
大

き
く
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
今
春
闘
で
は
大
幅
な
賃
上
げ
が
必

要
で
す
。

賃
金
外
の
要
求
で
は
「
人
員
増
」
が

最
も
多
く
、
つ
づ
い
て
、
「
厚
生
施
設

改
善
」
、
「
残
業
の
規
制
」
、
「
作
業

環
境
改
善
」
、
「
技
術
教
育
」
、
「
賃

金
格
差
の
是
正
」
と
続
い
て
い
ま
す
。

作
業
環
境
の
悪
い
中
、
相
変
わ
ら
ず

忙
し
く
、
残
業
の
多
い
職
場
が
あ
る
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

残
業
に
つ
い
て
は
昨
年
ま
で
減
少
傾

向
で
し
た
が
、
今
回
は
男
性
に
お
い
て

増
え
て
い
ま
す
。

残
業
代
に
つ
い
て
、
全
く
支
払
わ
れ

て
い
な
い
人
が
２
％
、
一
部
支
払
わ
れ

て
い
な
い
が
７
％
お
り
、
未
だ
に
サ
ー

ビ
ス
残
業
が
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

て
お
り
、
問
題
で
す
。

支
払
わ
れ
て
い
な
い
部
分
に
つ
い
て

は
、
超
過
勤
務
を
申
請
し
て
い
な
い
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
理
由
に
つ

い
て
実
態
調
査
の
必
要
が
あ
り
そ
う
で

す
。
サ
ー
ビ
ス
残
業
は
根
絶
せ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

有
給
休
暇
の
消
化
率
に
つ
い
て
は
、

半
分
残
る
、
殆
ど
残
る
と
い
う
人
が
合

計
で
半
数
で

35
％
で
昨
年
と
比
較
す

る
と
７
％
減
っ
て
お
り
若
干
改
善
し
て

い
る
も
の
の
、
相
変
わ
ら
ず
、
仕
事
が

忙
し
い
と
い
う
人
が
い
ま
す
。

全
部
消
化
と
殆
ど
消
化
は
合
わ
せ
て

65
％
で
か
な
り
改
善
し
ま
し
た
。

(4)

配布 1,000枚

回収 53枚

時期 2024年3月

性別 男 81%

女 15%

年齢 平均 45歳

勤続 平均 18年

職種 ｿﾌﾄ 77.4%

ﾊｰﾄﾞ 0.0%

ＯＰ 0.0%

ＯＡ 0.0%

営業 5.7%

ＰＪ 7.5%

他 9.4%
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健
康
問
題
に
つ
い
て
、
体
の
不
調
は
な
い
、

と
い
う
人
は
わ
ず
か
19
％
で
し
た
。
体
の
不
調

に
つ
い
て
は
、
「
慢
性
疲
労
」
が
い
ち
ば
ん
多

く
、
「
目
が
疲
れ
る
」
が
２
番
目
と
な
っ
て
い

ま
す
。
続
い
て
、
「
不
眠
が
ち
」
、
「
胃
腸
の

調
子
」
、
と
続
い
て
お
り
、
肉
体
的
に
も
精
神

的
に
も
休
ま
る
こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
、
ス
ト

レ
ス
過
多
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

現
在
、
50
人
以
上
の
労
働
者
が
い
る
事
業
所

で
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
実
施
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
職
場
に
お
い
て

も
最
低
年
１
回
は
実
施
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
目
的
は
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
未
然
に
防
止
す
る
一
次
予
防

と
、
職
場
環
境
の
改
善
で
す
。
や
り
っ
ぱ
な
し

に
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
結
果
に
応
じ
た
対

応
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

慢
性
の
持
病
は
「
高
血
圧
」
が
最
も
多
く
６

人
の
う
ち
一
人
が
高
血
圧
と
い
う
高
い
比
率
に

な
っ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
以
外
で
は
、
「
糖
尿

病
」
、
「
腰
痛
症
」
、
「
目
の
病
気
」
、
と
続

い
て
お
り
、
「
う
つ
」
も
４
％
い
ま
す
。

新
し
い
技
術
に
つ
い
て
い
け
な
い
人
は
、
約

36
％
と
な
っ
て
お
り
例
年
並
み
で
す
。
。

必
要
を
感
じ
る
技
術
に
つ
い
て
は
、
34
％
の

人
が
「
Ｗ
ｅ
ｂ
技
術
」
を
上
げ
て
い
ま
す
。
続

い
て
、
「
言
語
」
、
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
、

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
続
い
て
い
ま
す
。

新
技
術
と
し
て
、
近
年
生
成
系
Ａ
Ｉ
、
特
に

高
精
度
言
語
Ａ
Ｉ
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
に
な
り
、
東
京
大
学
発
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
が
国
産
の
生
成
Ａ
Ｉ
を
開
発
し
ま
し
た
。

ま
た
、C

h
a
t
G
P
T

で
知
ら
れ
るO

p
e
n
A
I

は
４

月
15
日
、
日
本
法
人
「O

p
e
n
A
I
J
a
p
a
n

」

を
設
立
す
る
こ
と
を
発
表
す
る
な
ど
、
国
内
に

お
い
て
も
開
発
競
争
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
は
計
り
知
れ
な
い
恩
恵
を
社
会
に
も
た

ら
す
可
能
性
が
あ
る
一
方
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や

著
作
権
の
侵
害
、
誤
情
報
や
デ
ィ
ー
プ
フ
ェ
イ

ク
の
拡
散
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
な
ど
の
リ

ス
ク
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
を
安
心
し
て
活
用
す
る
た
め
の
「
プ
ロ

セ
ス
」
が
重
要
で
あ
る
で
あ
る
と
と
も
に
、

「
信
頼
で
き
る
Ａ
Ｉ
」
を
提
供
す
る
技
術
者
の

育
成
も
不
可
欠
で
す
。

(5)
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クイズ

宛先：〒110-0003 台東区根岸3-25-6

タブレット根岸2Ｆ

こんぴゅうた クイズ係

E-mail：quiz2024@union-net.or.jp
※ご応募の際はフルネームを記してください。

前回の正解：①神主の烏帽子の巾子（こじ）の高さ ②後ろに

ある神社の軒の形 ③左端の道幅 ④臼の中の餅の形 ⑤きね

の頭の長さ ⑥右から３人目の振袖の右手のたもとの長さ ⑦

右端の人のダッフルコートのループ（ボタン留め）の数

当選者 関西IT支部 石井孝司、NJK支部 山口浩平、

TW分会 山本守 敬称略（応募者が3名のみで全員当選）

★ 締 め 切 り は ７ 月 ３ １ 日 ★

かなりの高確率でＱＵＯカードが当たります！

ご応募お待ちしています！！

右と左の絵には

７ヵ所のちがい

があります。ど

こでしょう？

正解者５名の方

にＱＵＯカード

１０００円分を

さしあげます。

昨
年
４
月
１
日
に
給
与
の
デ
ジ
タ

ル
払
い
が
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。

給
与
は
こ
れ
ま
で
、
銀
行
振
り
込
み

や
手
渡
し
で
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
し

た
が
、
昨
年
度
か
ら
労
働
者
が
同
意
す

れ
ば
、
「
〇
〇
ペ
イ
」
な
ど
の
決
済
ア

プ

リ

に

給

与

を

支

払

う

こ

と

が

認

め

ら

れ

る

よ

う

に

な
り
ま
し
た
。

賛
成
は
わ
ず
か
５
．
７
％
で
、
約

40

％
の
人
が
反
対
し
て
い
ま
す
。
不
安
が

あ
る
を
含
め
る
と
、
半
数
以
上
が
導
入

に
は
反
対
の
よ
う
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
払
い
に
つ
い
て
は
、
特
に

そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
人
が
多

数
を
締
め
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
育
児
・
介
護
休
業
に
つ
い

て
設
問
を
設
け
て
い
ま
す
。

育
児
・
介
護
の
対
象
者
が
い
る
人
の

回
答
と
し
て
は
、
育
児
休
業
・
介
護
休

業
に
つ
い
て
利
用
し
た
、
あ
る
い
は
利

用
し
た
い
と
の
回
答
で
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
は
昨
年

10
月
に
施
行
さ
れ
、
経
過
措
置
が
あ
る

も
の
の
、
個
人
事
業
主
に
と
っ
て
今
後

大
き
な
問
題
と
な
り
え
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
に
つ
い
て
は
、
拘

束
時
間
が
減
っ
た
こ
と
が
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
上
げ
ら
れ
ま
す
。
一
方
の
デ

メ
リ
ッ
ト
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

問
題
が
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
る
と
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類
に
な
っ
た
現
在

で
も
あ
る
程
度
テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
が
継

続
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。




